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本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条

例
第
四
十
一
号
）
（
共
助
社
会
づ
く
り
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

「
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
る

指
定
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
っ
た
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て
指
定
を
取
り
消
す
。 

二 

内
容 

 
 

指
定
を
取
り
消
す
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
（
所
在
地
） 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
市
） 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

 
 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二

号
）
（
防
犯
・
交
通
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

店
舗
内
に
個
室
を
設
け
て
営
業
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
に
お
け
る
犯
罪
を
防
止
す

る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
の
営
業
を
行
う
者
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
旨
を
定
め
る
等
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

第
十
八
条
（
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
店
舗
等
の
整
備
）
に
次
の
規
定
を
追
加 

 

ア 

個
室
を
設
け
、
当
該
個
室
に
お
い
て
客
に
図
書
等
の
閲
覧
を
行
わ
せ
る
営
業
を
行
う
者
又

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
行
わ
せ
る
営
業
を
行
う
者
は
、
防
犯
に
係
る
責
任
者
の
設

置
、
従
業
員
に
対
す
る
防
犯
に
係
る
指
導
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
構
造
、
設
備
等
を

有
す
る
店
舗
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
。 

 

イ 

知
事
及
び
公
安
委
員
会
は
、
共
同
し
て
、
ア
の
措
置
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
。 

三 

施
行
期
日 

 

令
和
五
年
四
月
一
日 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
四
十
三
号
）
（
警
察

本
部
人
身
安
全
対
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律 

 

 

第
四
十
五
号
）
の
施
行
を
踏
ま
え
、
つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
規
制
を
強
化
す
る
改
正
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
規
制
場
所
に
、｢

相
手
方
が
現
に
所
在
す
る
場
所｣

（
例 

相
手
方
が 

 
 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
た
め
に
訪
れ
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
を
追
加
す
る
。 

 

 

㈡ 

つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
規
制
行
為
に
、｢

相
手
方
に
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
し 

 
 

 

て
文
書
を
送
付
す
る
行
為
」
を
追
加
す
る
。 

 

 
 

㈢ 

つ
き
ま
と
い
行
為
等
の
規
制
行
為
の
類
型
と
し
て
、
次
を
追
加
す
る
。 

 
 

ア 

相
手
方
の
承
諾
な
く
、
相
手
方
の
所
持
す
る
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
（
例 

Ｇ
Ｐ
Ｓ 

 
 

 
 

機
器
）
に
係
る
位
置
情
報
を
取
得
す
る
行
為 

 
 

イ 

相
手
方
の
承
諾
な
く
、
相
手
方
の
所
持
す
る
物
に
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
を
取
り 

 
 

 
 

付
け
る
な
ど
の
行
為 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



条

例 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
一
号 

 
 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
指
定
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

本
則
の
表
中
１
の
項
を
削
り
、
２
の
項
を
１
の
項
と
し
、
３
の
項
か
ら
８
の
項
ま
で
を
一
項
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



条

例 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号 

 
 

 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
八
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。 

３ 

個
室
を
設
け
、
当
該
個
室
に
お
い
て
客
に
図
書
等
（
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和

五
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
第
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
図
書
等
を
い
う
。
）
の
閲

覧
を
行
わ
せ
る
営
業
を
行
う
者
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
を
行
わ
せ
る
営
業
を
行
う
者
は
、

防
犯
に
係
る
責
任
者
の
設
置
、
従
業
員
に
対
す
る
防
犯
に
係
る
指
導
、
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し

た
構
造
、
設
備
等
を
有
す
る
店
舗
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。 

４ 

知
事
及
び
公
安
委
員
会
は
、
共
同
し
て
、
前
項
の
措
置
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



条

例 

埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
条
例
第
四
十
三
号 

 
 

 

埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
迷
惑
行
為
防
止
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
条
の
見
出
し
を
「
（
つ
き
ま
と
い
等
又
は
位
置
情
報
無
承
諾
取
得
等
の
禁
止
）
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
つ
き
ま
と
い
等
又
は
位
置
情
報
無
承
諾
取
得
等
を
反

復
し
て
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
次
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第

五
号
（
電
子
メ
ー
ル
の
送
信
等
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
身
体

の
安
全
、
住
居
等
（
住
居
、
勤
務
先
、
学
校
そ
の
他
そ
の
現
に
所
在
す
る
場
所
又
は
通
常
所
在

す
る
場
所
を
い
う
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
平
穏
若
し
く
は
名
誉
が
害
さ
れ
、
又

は
行
動
の
自
由
が
著
し
く
害
さ
れ
る
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
場
合

に
限
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

前
項
の
「
つ
き
ま
と
い
等
」
と
は
、
特
定
の
者
に
対
し
、
不
安
又
は
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ

う
な
行
為
で
あ
つ
て
、
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
（
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
等
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定

す
る
つ
き
ま
と
い
等
を
除
く
。
）
を
い
い
、
「
位
置
情
報
無
承
諾
取
得
等
」
と
は
、
特
定
の
者

に
対
し
、
不
安
又
は
迷
惑
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
で
あ
つ
て
、
第
九
号
又
は
第
十
号
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
も
の
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
位
置
情
報
無
承
諾
取
得
等
を
除
く
。
）
を

い
う
。 

 

一 

つ
き
ま
と
い
、
待
ち
伏
せ
し
、
進
路
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、
住
居
等
の
付
近
に
お
い
て
見
張

り
を
し
、
住
居
等
に
押
し
掛
け
、
又
は
住
居
等
の
付
近
を
み
だ
り
に
う
ろ
つ
く
こ
と
。 

 

二 

そ
の
行
動
を
監
視
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状

態
に
置
く
こ
と
。 

 

三 

面
会
、
交
際
そ
の
他
の
義
務
の
な
い
こ
と
を
行
う
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
。 

 

四 

著
し
く
粗
野
又
は
乱
暴
な
言
動
を
す
る
こ
と
。 

 

五 

電
話
を
か
け
て
何
も
告
げ
ず
、
又
は
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
し
て
、
電
話
を

か
け
、
文
書
を
送
付
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
送
信
し
、
若
し
く
は
電
子
メ
ー
ル

の
送
信
等
を
す
る
こ
と
。 



 

六 

汚
物
、
動
物
の
死
体
そ
の
他
の
著
し
く
不
快
又
は
嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
よ
う
な
物
を
送

付
し
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。 

 
七 

そ
の
名
誉
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
、
又
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
く
こ
と
。 

 

八 
そ
の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
事
項
を
告
げ
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
そ
の

性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
文
書
、
図
画
、
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電

子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
係
る
記
録
媒
体
そ
の
他
の
物
を
送
付
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る
状
態
に
置
き
、
又
は
そ

の
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
送
信
し
若
し
く
は
そ
の
知
り
得
る

状
態
に
置
く
こ
と
。 

 

九 

そ
の
承
諾
を
得
な
い
で
、
そ
の
所
持
す
る
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
（
当
該
装
置
の
位

置
に
係
る
位
置
情
報
（
地
理
空
間
情
報
活
用
推
進
基
本
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
三
号
）

第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
位
置
情
報
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
記
録
し
、
又
は
送
信
す
る
機
能
を
有
す
る
装
置
で
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
同
号
に
規
定
す
る
行
為
が
さ
れ
た
位
置

情
報
記
録
・
送
信
装
置
を
含
む
。
）
に
よ
り
記
録
さ
れ
、
又
は
送
信
さ
れ
る
当
該
位
置
情
報

記
録
・
送
信
装
置
の
位
置
に
係
る
位
置
情
報
を
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
取

得
す
る
こ
と
。 

 

十 

そ
の
承
諾
を
得
な
い
で
、
そ
の
所
持
す
る
物
に
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
を
取
り
付
け

る
こ
と
、
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
を
取
り
付
け
た
物
を
交
付
す
る
こ
と
そ
の
他
そ
の
移

動
に
伴
い
位
置
情
報
記
録
・
送
信
装
置
を
移
動
し
得
る
状
態
に
す
る
行
為
と
し
て
公
安
委
員

会
規
則
で
定
め
る
行
為
を
す
る
こ
と
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



埼玉県迷惑行為防止条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布する。 

令和４年10月18日 

埼玉県公安委員会委員長 桐 澤 重 彦 

埼玉県公安委員会規則第13号 

埼玉県迷惑行為防止条例施行規則の一部を改正する規則 

埼玉県迷惑行為防止条例施行規則（平成19年埼玉県公安委員会規則第８号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第３条の次に次の３条を加える。 

（位置情報記録・送信装置の範囲） 

第４条 条例第10条第２項第９号の公安委員会規則で定める装置は、地理空間情報活用推進基

本法（平成19年法律第63号）第２条第４項に規定する衛星測位の技術を用いて得られる当該

装置の位置に係る位置情報を電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によって

は認識することができない方式で作られる記録であって、電子計算機による情報処理の用に

供されるものをいう。次条において同じ。）として記録し、又はこれを送信する機能を有す

る装置をいう。 

（位置情報の取得方法） 

第５条 条例第10条第２項第９号の公安委員会規則で定める方法は、次に掲げる方法とする。 

(1) 位置情報記録・送信装置の映像面上において、電磁的記録として記録された位置情報を

視覚により認識することができる状態にして閲覧する方法 

(2) 位置情報記録・送信装置により記録された電磁的記録に係る記録媒体を取得する方法

（当該電磁的記録を他の記録媒体に複写する方法を含む。） 

(3) 位置情報記録・送信装置により送信された電磁的記録を受信する方法（当該方法により

取得された位置情報を他人の求めに応じて提供する役務を提供する者から当該役務を利用

して当該位置情報の提供を受ける方法を含む。） 

（位置情報記録・送信装置を移動し得る状態にする行為） 

第６条 条例第10条第２項第10号の公安委員会規則で定める行為は、次に掲げる行為とする。 

(1) その所持する物に位置情報記録・送信装置を差し入れること。 

(2) 位置情報記録・送信装置を差し入れた物を交付すること。 

(3) その移動の用に供されることとされ、又は現に供されている道路交通法（昭和35年法律



第105号）第２条第１項第９号に規定する自動車、同項第10号に規定する原動機付自転車、

同項第11号の２に規定する自転車、同項第11号の３に規定する身体障害者用の車椅子又

は道路交通法施行令（昭和35年政令第270号）第１条第１号に規定する歩行補助車（それ

ぞれその所持する物に該当するものを除く。）に位置情報記録・送信装置を取り付け、

又は差し入れること。 

附 則 

この規則は、令和５年１月18日から施行する。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
八
十
四
号 

 
埼
玉
県
議
会
令
和
四
年
九
月
定
例
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
令
和
四
年
度
埼
玉
県
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）
及
び
令
和
四
年
度
埼
玉
県
県
営
住
宅
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

を
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
公
表
す
る 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

 



 

 

      令和４年度埼玉県一般会計補正予算（第４号） 

 令和４年度埼玉県一般会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ176,512,189千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ2,408,595,448千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表繰越明許費補正」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表地方債補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

7 分 担 金 及 び 負 担 金     2,423,717  100,545  2,524,262  

2 負 担 金  2,239,780  100,545  2,340,325  

9 国 庫 支 出 金     353,253,485  161,309,832  514,563,317  

1 国 庫 負 担 金  117,967,790  6,788,621  124,756,411  

2 国 庫 補 助 金  229,314,300  154,521,211  383,835,511  

10 財 産 収 入     14,721,245  2,995  14,724,240  

   1 財 産 運 用 収 入  5,836,462  2,995  5,839,457  

12 繰 入 金     106,903,732  8,212,801  115,116,533  

   2 基 金 繰 入 金  106,054,433  8,212,801  114,267,234  

13 繰 越 金     500,174  5,629,632  6,129,806  

   1 繰 越 金  500,174  5,629,632  6,129,806  

14 諸 収 入     40,767,835  507,384  41,275,219  

   4 受 託 事 業 収 入  3,112,819  507,384  3,620,203  

 



 

 （単位 千円）  

款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

15 県 債     200,130,000  749,000  200,879,000  

1 県 債  200,130,000  749,000  200,879,000  

歳 入 合 計 2,232,083,259  176,512,189  2,408,595,448  

 

  



 歳  出 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

 
2 

 

 

総 務 費     92,539,828  719,288  93,259,116  

 
4 環 境 費  9,369,259  719,288  10,088,547  

 
3 民 生 費     426,808,358  12,035,438  438,843,796  

 
1 社 会 福 祉 費  308,907,940  11,877,665  320,785,605  

 
2 児 童 福 祉 費  105,730,109  157,773  105,887,882  

 
4 衛 生 費     249,869,035  155,808,806  405,677,841  

 
   1 公 衆 衛 生 費  211,608,794  155,672,255  367,281,049  

 
   4 医 薬 費  12,475,849  136,551  12,612,400  

 
5 労 働 費     5,794,407  146,843  5,941,250  

 
   1 労 政 費  2,158,643  146,843  2,305,486  

 
6 農 林 水 産 業 費      23,634,590  1,453,545  25,088,135  

 
   1 

 

農 業 費  8,769,075  250,577  9,019,652  

 
   3 畜 産 業 費  1,527,851  1,088,594  2,616,445  

 
   4 林 業 費  4,738,216  49,000  4,787,216  

 
   5 農 地 費  8,222,628  65,374  8,288,002  



 

  （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額    補 正 額   計 

 
7 商 工 費     40,904,771  4,414,812  45,319,583  

    1 商 工 業 費  40,182,465  3,758,917  43,941,382  

2 観 光 費  722,306  655,895  1,378,201  

 
8 土 木 費     123,274,851  1,769,718  125,044,569  

 
   2 道 路 橋 り ょ う 費  54,528,881  137,010  54,665,891  

 
   3 河 川 費  34,644,301  298,610  34,942,911  

 
   4 都 市 計 画 費  23,013,627  1,334,098  24,347,725  

 
10 

 

教 育 費 

 

 

 

   491,875,240  163,739  492,038,979  

 
7 私 立 学 校 費  60,082,916  163,739  60,246,655  

歳 出 合 計  2,232,083,259  176,512,189  2,408,595,448  

 

  



第２表 繰越明許費補正 

 追  加 （単位 千円）  

款 項   事 業 名   金 額  

2 総 務 費  4 環 境 費 
 
 次世代自動車普及促進事業費  700,005  

7 商 工 費  1 商 工 業 費 
 
 中小企業イノベーション支援事業費  213,570  

     
 
 社会資本整備総合交付金（交通安全）事業費  100,000  

     
 
 バリアフリー安全対策費  100,000  

   2 道 路 橋 り ょ う 費 
 
 社会資本整備総合交付金（改築）事業費  820,000  

     
 
 橋りょう架換費  330,000  

  

   
 
 橋りょう整備事業費  40,000  

  
 
 緊急浚渫推進費  42,000  

8 土 木 費 

   
 
 排水機場等維持修繕費  60,000  

3 河 川 費 
 
 ダム等施設管理費  173,900  

 

 



 

 （単位 千円）  

款 項   事 業 名   金 額  

     
 
 河川改修費  1,524,000  

     
 
 社会資本整備総合交付金（河川）事業費  696,800  

     
 
 砂防維持修繕費  91,000  

     
 
 街路整備費  330,000  

   4 都 市 計 画 費 
 
 社会資本整備総合交付金（街路）事業費  65,000  

     
 
 公園等施設整備費  60,000  

 

 

  



第３表 地方債補正 

 変  更 （単位 千円）  

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

道 路 事 業   5,347,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他 

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合 

により据置期間を

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

5,410,000 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

 

 

    

 
河 川 事 業   3,898,000 ２  同 上 

  
同 上 

  
同 上 

  
3,912,000 

     

 
砂 防 事 業   444,000   同 上 

  
同 上 

  
同 上 

  
586,000 

     

 
 
 
 

（  補正前に同じ。） 

（ 同     上 ） 

（ 同     上 ） 



 

 （単位 千円）  

起 債 の 目 的 
補      正      前 補      正      後 

限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利  率 償還の方法 

 

街 路 事 業   2,048,000   

普通貸借又は証券

発行（他の地方公

共団体との共同発

行を含む。）。た 

だし、発行価格が

額面金額を下回る

ときは、その発行

価格差減額をうめ

るため必要な金額

を限度額に加算し

た金額とすること

ができる。    

  10％以内。ただ

し、利率見直し 

方式で借り入れ

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該

見直し後の利率

とする。 

  政府資金について

はその融通条件に

より、銀行その他 

の場合はその債権

者と協定した融通

条件による。ただ

し、県財政の都合 

により据置期間を

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利

に借り換えること

ができる。 

  

2,444,000 

  
  

 

    

 
公 園 事 業   1,341,000   同 上 

  
同 上 

  
同 上 

  
1,475,000 

  
      

 

     

                                                                      

 

  

（ 同     上 ） 

（  補正前に同じ。） 



 

   令和４年度埼玉県県営住宅事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和４年度埼玉県県営住宅事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ60,000千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ12,411,327千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。  

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第１表 歳入歳出予算補正 

 歳  入 （単位 千円）  

 款 項  補 正 前 の 額   補 正 額  計 

 

2 国 庫 支 出 金     1,753,510  27,000  1,780,510  

   1 国 庫 補 助 金  1,753,510  27,000  1,780,510  

 7 県 債     2,271,000  33,000  2,304,000  

   1 県 債  2,271,000  33,000  2,304,000  

歳 入 合 計 12,351,327  60,000  12,411,327  

 歳  出 （単位 千円）  

 

款 項  補 正 前 の 額   補 正 額  計 

1 住 宅 事 業 費     10,285,287  60,000  10,345,287  

   1 住 宅 管 理 費  7,104,600  60,000  7,164,600  

歳 出 合 計 12,351,327  60,000  12,411,327  

 
  



第２表 地方債補正                                                                                                 

 変  更                                                                                                        （単位 千円） 

 起 債 の 目 的  

補 正 前 補 正 後 

限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 

公 営 住 宅 建 設 事 業 2,271,000 

普 通 貸 借 

又 は 

証 券 発 行 

10％以内。ただ 

し、利率見直し 

方式で借り入れ 

る資金につい 

て、利率の見直 

しを行った後に 

おいては、当該 

見直し後の利率 

とする。 

政府資金について 

はその融通条件に 

より、銀行その他 

の場合はその債権 

者と協定した融通 

条件による。ただ 

し、県財政の都合 

により据置期間を 

短縮し、若しくは 

繰上償還又は低利 

に借り換えること 

ができる。 

2,304,000    

 

   

                                                                      

 

（  補正前に同じ。 ） 

 



 

 

 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
八
十
五
号 

 
自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七
条
第
一

項
及
び
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
官
の
募
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

募
集
種
目 

 
 

自
衛
官
候
補
生 

二 

応
募
資
格 

 

イ 

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
に
お
い
て
年
齢
十
八
歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
の
日
本
国
籍
を
有

 
 

す
る
者
。
た
だ
し
、
三
十
二
歳
の
者
に
あ
っ
て
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
三
十
三
歳
に

 
 

達
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。 

 

ロ 

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る 

 
 

者
に
該
当
し
な
い
も
の 

三 

試
験
種
目 

 

イ 

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
地
理
歴
史
、
公
民
及
び
作
文
） 

 

ロ 

口
述
試
験 

 

ハ 

適
性
検
査 

 

ニ 

身
体
検
査 

 

ホ 

経
歴
評
定 

四 

募
集
期
間 

 
 

令
和
四
年
十
月
三
十
一
日
（
月
）
か
ら
同
年
十
一
月
十
一
日
（
金
）
ま
で 

五 

採
用
予
定
時
期 

 
 

令
和
五
年
三
月
下
旬
か
ら
同
年
四
月
上
旬
ま
で 

六 

試
験
期
日 

 

イ 

筆
記
試
験
及
び
適
正
検
査
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
方
式
） 

 
 

 

令
和
四
年
十
一
月
十
八
日
（
金
）
か
ら
同
月
二
十
日
（
日
）
ま
で
の
間
の
任
意
の
日 

 

ロ 

口
述
試
験
及
び
身
体
検
査 

 
 

 

令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日
（
金
）
か
ら
同
月
二
十
八
日
（
月
）
ま
で
の
間
の
指
定
の
日 

七 

試
験
場
の
位
置
及
び
名
称
（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
） 

 
 

陸
上
自
衛
隊
大
宮
駐
屯
地 

 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
北
区
日
進
町
一
丁
目
四
十
番
地
七 

八 

応
募
者
の
受
付 

 

イ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
場
合 



 
 

 

自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
g
s
d
f
/
j
i
e
i
k
a
n
b
o
s
y
u
/

）
に

お
い
て
受
け
付
け
る
。 

 
ロ 

郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
場
合 

 
 

 
各
市
役
所
、
各
町
村
役
場
並
び
に
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
及
び
各
地
域
事
務
所
に
お

い
て
受
け
付
け
る
。 

九 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
及
び
各
地
域
事
務
所
の
位
置
及
び
名
称 

 

イ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
四
丁
目
十
一
番
十
五
号
浦
和
地
方
合
同
庁
舎
三
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
八
三
一
―
六
〇
四
三
） 

 
 

 

（
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジh

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p
/
p
c
o
/
s
a
i
t
a
m
a
/

） 

 
 

 

（
電
子
メ
ー
ル

h
q
1
-
s
a
i
t
a
m
a
@
p
c
o
.
m
o
d
.
g
o
.
j
p

） 

 

ロ 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二
丁
目
三
百
七
十
六
番
地
Ｍ
Ｓ
―
１
ビ
ル
二
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
さ
い
た
ま
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
六
五
一
―
二
四
二
〇
） 

 

ハ 

埼
玉
県
所
沢
市
西
所
沢
一
丁
目
九
番
十
九
号
鹿
島
屋
ビ
ル
三
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
入
間
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
―
二
九
二
三
―
四
六
九
一
） 

 

ニ 

東
京
都
練
馬
区
大
泉
学
園
町
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
内 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
朝
霞
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
四
六
六
―
四
四
三
五
） 

 

ホ 

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
二
丁
目
九
十
八
番
地
駅
前
パ
ー
ル
ビ
ル
二
階 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
八
―
五
二
二
―
四
八
五
五
） 

 

ヘ 

埼
玉
県
秩
父
市
大
野
原
四
百
九
十
一
番
地
一
関
東
森
林
管
理
局
埼
玉
森
林
管
理
事
務
所
内 

 
 

 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
秩
父
地
域
事
務
所 

 
 

 

（
電
話
〇
四
九
四
―
二
二
―
六
一
五
七
） 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
八
十
六
号 

 
越
谷
市
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
二
十
一
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
街
区
境
界
調
査
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
の
二
第
六
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

   

 

越

谷

市 

調
査
を
行
っ
た 

者

の

名

称 

令

和

三

年

度 

調
査
を
行
っ
た 

時

期 
街
区
境
界
調
査 

図
十
一
枚 

街
区
境
界
調
査 

簿
一
冊 

成

果

の 

名

称 

越

谷

第

６
ー

４

計
画
区
（
北
越
谷

二
丁
目
の
一
部
） 

調
査
を
行
っ
た 

地

区 

令
和
四
年
十
月

十
三
日 

認

証 

年

月

日 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
八
十
七
号 

 
小
鹿
野
町
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

 

小

鹿

野

町 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

令

和

二

年

度 

令

和

三

年

度 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

二

十

八

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

下
小
鹿
野
一
地
区

（
下
小
鹿
野
の
一

部
・
般
若
の
一
部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

令
和
四
年
十
月

十
三
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
八
十
八
号 

 
熊
谷
市
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

 

熊

谷

市 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

令

和

二

年

度 

令

和

三

年

度 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

十

六

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

吉
岡
七
地
区
（
楊

井
の
一
部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

令
和
四
年
十
月

十
三
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
八
十
九
号 

 
熊
谷
市
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

 

 

熊

谷

市 

調
査
を
行
っ 

た
者
の
名
称 

令

和

二

年

度 

令

和

三

年

度 

調

査

を

行

っ

た 

時 
 
 
 
 
 
 
 

期 

地

籍

図

二

十

九

枚 

地

籍

簿

一

冊 

成

果

の 
名

称 

 

妻
沼
小
島
二
地
区

（
妻
沼
小
島
の
一

部
） 

調

査

を

行

っ

た 

地

区 

  

令
和
四
年
十
月

十
三
日 

 
 

認

証 

年

月

日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

坂
戸
ビ
ル 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
薬
師
町
二
十
八
―
一 

二 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者 

 

の
氏
名 

有
限
会
社
坂
戸
ビ
ル 

代
表
取
締
役 

鈴
木
義
己 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
薬
師
町
二
十
八
―
一 

三 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
三
条
第
一
項
に
定

め
る
基
準
面
積
以
下
と
な
る
日 

 
 

令
和
四
年
八
月
二
十
一
日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
一
号 

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画

事
業
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
二
・
八
十
一
号 

三
橋
中
央
通
線 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
丁
目
、
三
橋
四
丁
目
及
び
西
区
大
字
水
判
土
地
内 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
三
橋
二
丁
目
、
三
橋
四
丁
目
及
び
西
区
大
字
水
判
土
地
内 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
二
号 

 
川
口
市
か
ら
川
口
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
三
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  捜査用ネットワーク型監視カメラシステムの賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和４年８月19日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  三菱電機クレジット株式会社 東京都品川区大崎１丁目６番３号 

５ 落札金額 

  284,605,200円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月28日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
四
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  捜査支援ネットワークシステム機器等の賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和４年８月19日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ＪＥＣＣ 東京都千代田区丸の内３丁目４番１号 

５ 落札金額 

  50,437,200円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月28日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
五
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  警察ネットワーク用カラープリンタ等の賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和４年８月19日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ＪＥＣＣ 東京都千代田区丸の内３丁目４番１号 

５ 落札金額 

  44,497,200円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月28日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
六
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  県内被疑者写真照会システム機器等の賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和４年９月14日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ＪＥＣＣ 東京都千代田区丸の内３丁目４番１号 

５ 落札金額 

  177,592,800円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年７月26日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
七
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び数量 

  運転者管理業務端末装置等の賃貸借 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和４年９月14日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社ＪＥＣＣ 東京都千代田区丸の内３丁目４番１号 

５ 落札金額 

  848,975,160円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年７月26日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
八
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  



１ 購入等件名及び予定数量 

  掛敷布団用簡易カバーの購入（単価契約）570,000枚 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県警察本部総務部財務局会計課調度係 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和４年８月10日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  小山株式会社 奈良県奈良市大森町47番地の３ 

５ 落札金額 

  22,885,500円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月21日 

  

 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

酒 

井 

敦 

司 
 

 



 
加
須
菖
蒲
線 

路 

線 

名 

加
須
市
本
町
一
〇
五
七
番
六
地
先
か
ら 

同
市
本
町
一
〇
四
七
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
元
年
九
月
二
十
日
付
け
埼
玉
県
行
田
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号
で
告
示
し
た

道
路
予
定
区
域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
一
〇
六
・
一
七
メ
ー
ト
ル 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
三
十
一
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

酒 

井 

敦 
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加
須
幸
手
線 

路 

線 

名 

加
須
市
本
町
一
〇
四
〇
番
一
地
先
か
ら 

同
市
本
町
一
〇
四
七
番
一
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

供
用
開
始
の
期
日 

令
和
元
年
九
月
二
十
日
付
け
埼
玉
県
行
田
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号
で
告
示
し
た

道
路
予
定
区
域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
八
四
・
五
四
メ
ー
ト
ル 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

関 
 

 
 

 

宏 

一 

道
路
の
種
類 
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二 
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春
日
部
久
喜
線 

三 

道
路
の
区
域 

  
 



  

新 

 旧 

 

旧 
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南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
宮
東
八
九
番
地
先
か

ら
同
郡
同
町
字
中
島
九
一
一
番
一
地
先
ま

で 南
埼
玉
郡
宮
代
町
字
宮
東
八
二
番
二
地
先

か
ら
同
郡
同
町
字
中
島
九
一
一
番
二
地
先

ま
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区 
 
 
 
 
 

間 
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二
・
八
五
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二
二
・
七
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 六
・
三
〇
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一
一
・
六
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敷
地
の
幅
員 

（
メ
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ト
ル
） 

 

三
三
二
・
八
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長 

（
メ
ー
ト
ル
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考 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
四
十
六
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

北 

島 

通 

次 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用ポリ塩化アルミニウム 8,477 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和４年８月 26 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   川口薬品化学株式会社 埼玉県川口市川口５丁目 12 番 34 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 31,130 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月24日 

８ 納入場所 

埼玉県大久保浄水場 

埼玉県庄和浄水場 

埼玉県行田浄水場 

埼玉県新三郷浄水場 

  埼玉県吉見浄水場 

 

 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
四
十
七
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

北 

島 

通 

次 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用液体塩素 741 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和４年８月 26 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  燦クリーン株式会社 埼玉県所沢市小手指町１丁目 42 番地の 24 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 109,670 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月 24 日 

８ 納入場所 

  埼玉県大久保浄水場 

  埼玉県行田浄水場 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
四
十
八
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

北 

島 

通 

次 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用次亜塩素酸ナトリウム 1,420 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和４年８月 26 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   川口薬品化学株式会社 埼玉県川口市川口５丁目 12 番 34 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 75,680 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月 24 日 

８ 納入場所 

  埼玉県庄和浄水場 

  埼玉県新三郷浄水場 

  埼玉県吉見浄水場 

  江南中継ポンプ所 

  高倉中継ポンプ所 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
四
十
九
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

北 

島 

通 

次 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用粉末活性炭（ウェット炭） 295 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和４年８月 26 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   ケミテック株式会社 埼玉県さいたま市北区別所町 36 番地の６ 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 390,500 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月 24 日 

８ 納入場所 

  埼玉県大久保浄水場 

埼玉県庄和浄水場 

  埼玉県行田浄水場 

 

 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
五
十
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

北 

島 

通 

次 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用粉末活性炭（ドライ炭） 566 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和４年８月 26 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   株式会社ケント・コーポレーション 埼玉県さいたま市浦和区本太２丁目９

番 24 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 283,800 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月 24 日 

８ 納入場所 

  埼玉県大久保浄水場 

  埼玉県吉見浄水場    

 



告

示 

埼
玉
県
公
営
企
業
告
示
第
五
十
一
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
十
月
十
八
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

北 

島 

通 

次 
 

 
 

  



１ 購入等物件及び予定数量 

水道用濃硫酸 958 トン 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企業局水道管理課水質担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁目 14 番

21 号 

３  落札者を決定した日 

  令和４年８月 26 日 

４ 落札者の氏名及び住所 

   川口薬品化学株式会社 埼玉県川口市川口５丁目 12 番 34 号 

５ 落札金額（税込み） 

   １トン当たり 27,500 円 

６ 落札者を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和４年６月 24 日 

８ 納入場所 

埼玉県大久保浄水場 

埼玉県庄和浄水場 

埼玉県行田浄水場 

埼玉県新三郷浄水場 

  埼玉県吉見浄水場 

 



告
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四
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文 
 

 
 

一 

日
時 

令
和
四
年
十
月
二
十
日 

 

午
前
十
時 

二 

場
所 

選
挙
管
理
委
員
会
室 

三 

議
題 

 

 

ア 

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
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